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・本書は、令和３年度「千代田学」に関する区内大学等の事業提案制度 共同事業「自然災害発生時における大学

を拠点とした帰宅困難者支援に関する研究―（１）学生版 KUG（帰宅困難者支援施設運営ゲーム）の開発」の

報告書である。 

・本書は、千代田区内近接大学の高等教育連携強化コンソーシアム（千代田区キャンパスコンソ／東京家政学院

大学・大妻女子大学短期大学部・共立女子大学・法政大学）共同で作成した。 

・本書の各章・各節の担当は次のとおりである。 

  第１章：酒井治子（東京家政学院大学） 

第２章 第１節：近藤 壮（共立女子大学） 

第２節：下坂智惠（大妻女子大学短期大学部） 

第３節：酒井治子（東京家政学院大学） 

第３章 第１・２節：伊藤マモル（法政大学） 

第３節：酒井治子（東京家政学院大学） 

・本書各章・各節の執筆者は、文末に記した。また第２章以降の各論については各節の冒頭にも記した。 

・本書の編集は酒井治子（東京家政学院大学）が統括し、実務を近藤 壮（共立女子大学）が行った。 

 



はじめに

 近年、地震や台⾵等の⾃然災害が発⽣しており、⾸都圏においても直下型地震やゲリ
ラ豪⾬などの予測困難な⼤規模⾃然災害にむけた対策が⾏われてきている。千代⽥区内
近接⼤学の⾼等教育連携強化コンソーシアムの5⼤学・2短期⼤学を含む⼤学では、千
代⽥区と『⼤規模災害時における協⼒体制に関する基本協定』を締結し、⼤学が対応可
能な範囲で「区⺠や⼀般の帰宅困難者の受け⼊れ」、及び「情報・⾷糧・飲料⽔などの
提供」などの使命を担うことになっている。
そこで、本事業では、⼤学の施設運営計画や災害対応体制の再構築に関する課題を明
確化し、災害復興や防災対策に役⽴てるために、千代⽥区における過去の災害の記録や
記憶、また、防災に必要な情報・⽤品等をアーカイブ化することを⽬的としたい。さら
に、千代⽥区における災害対策・危機管理政策経営に資する⼤学版の帰宅困難者⽀援施
設運営ゲームの開発のための基礎資料を得ることを⽬的としたい。

新見附橋から法政大学市ヶ谷キャンパスをのぞむ




